
宗
像
の
鉄
刀
・
刀
子
・
雛
形
鉄
刀

小
嶋
　
篤

は
じ
め
に

「「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
の
世
界
遺
産
登
録
は
、
登
録

前
の
準
備
期
間
も
含
め
、
沖
ノ
島
研
究
の
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
と
つ
な
が
っ
た
（
小
田

二
〇
一
一・
二
〇
一
二
・
二
〇
一
三
・
二
〇
一
九
等
）。
現
在
、「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会
が
進
め
て
い
る
特
別
研
究
で
は
、
古
代
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
航
海
や
交
流
、
信
仰
に
つ
い
て
の
国
際
検
討
会
等
を
通
じ
て
、
よ
り
体
系
的

に
構
成
資
産
の
歴
史
的
価
値
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
（
大
高
二
〇
二
〇
）。
多
分
野

に
わ
た
る
体
系
的
研
究
の
構
築
に
は
、
議
論
の
前
提
と
な
る
資
料
の
研
究
、
す
な
わ
ち

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
や
出
土
遺
物
等
を
「
正
し
く
把
握
す
る
」
た
め
の
基
礎
研
究
が
土
台

と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
一
）。
発
表
者
は
上
記
の
視
座
か
ら
、
宗
像

型
石
室
の
研
究
（
小
嶋
二
〇
一
二
・
二
〇
一
五
・
二
〇
一
八
ａ
ｂ
・
二
〇
一
九
ｂ
）、
巨
岩

と
社
殿
の
研
究
（
小
嶋
二
〇
一
九
ａ
・
二
〇
二
〇
ａ
）
に
取
り
組
み
、
沖
ノ
島
祭
祀
を

相
対
的
に
評
価
す
る
た
め
の
基
礎
研
究
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
本
発
表
で
取
り
上
げ
る

「
宗
像
の
鉄
刀
・
刀
子
・
雛
形
鉄
刀
」
も
、
こ
れ
ら
の
基
礎
研
究
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

宗
像
・
沖
ノ
島
に
は
神
に
捧
げ
ら
れ
た
奉
納
品
が
数
多
く
遺
さ
れ
て
お
り
、
大
刀
類

図一　遺跡分布図
図 1　遺跡分布図

１

2
3

45

6
7

8 9

1：沖ノ島（沖ノ島祭祀遺跡）
2：勝浦峯ノ畑古墳
3：奴山正園古墳
4：宮司井出ノ上古墳
5：手光古墳群
6：久戸古墳群
7：大井平野古墳群
8：田久瓜ヶ坂古墳群
9：名残高田古墳群

A

B

C

D
E

F G

A：今津湾
B：花鶴川下流域
C：勝浦潟
D：釣川下流域
E：汐入川下流域
F：遠賀川下流域
G：洞海湾

17



も
そ
の
主
要
品
目
の
一
つ
と
把
握
で
き
る
。
大
刀
は
捩
り
環
頭
大
刀
と
半
島
系
装
飾
大

刀
の
二
者
を
内
包
す
る
が
、
柄
頭
の
残
存
状
況
が
悪
く
、
大
刀
形
式
の
細
部
は
つ
め
き

れ
な
い
（
齊
藤
二
〇
一
二
）。
当
然
な
が
ら
有
機
質
部
材
を
主
体
と
す
る
刀
装
具
も
全

体
像
は
不
明
で
あ
り
、
錆
化
有
機
質
の
検
討
を
通
じ
た
着
実
な
研
究
蓄
積
が
今
後
求
め

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
的
制
約
に
加
え
て
、
さ
ら
な
る
課
題
が
実
用
の
大
刀
類
と

と
も
に
出
土
す
る
「
雛
形
鉄
刀
」
の
存
在
で
あ
る
。「
雛
形
鉄
刀
」
は
沖
ノ
島
出
土
鉄

器
の
う
ち
鉄
鏃
に
次
ぐ
出
土
量
を
誇
る
が
、
そ
の
認
定
条
件
は
明
確
に
整
理
さ
れ
な
い

ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
学
史
に
お
け
る
雛
形
鉄
刀
の
認
定
手
続

き
を
確
認
し
、
研
究
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
　
雛
形
鉄
刀
の
問
題
点

雛
形
鉄
刀
は
沖
ノ
島
研
究
の
基
礎
資
料
で
あ
る
『
沖
ノ
島 
宗
像
神
社
沖
津
宮
祭
祀

遺
跡
』、『
続
沖
ノ
島 

宗
像
神
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
』、『
宗
像 

沖
ノ
島
』
に
お
い
て
報

告
が
な
さ
れ
た
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編
一
九
五
八
・
一
九
六
一
、
第
三
次
沖
ノ
島

学
術
調
査
隊
編
一
九
七
九
）。　
　

ま
ず
、
昭
和
三
三
年
刊
行
の
『
沖
ノ
島 

宗
像
神
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
』
の
記
載
箇

所
を
確
認
す
る
。
記
載
箇
所
は
「
第
三
章 

沖
ノ
島
の
祭
祀
遺
物 

第
二
節 

武
器
」
で
、

雛
形
鉄
刀
は
四
号
遺
跡
四
点
、
七
号
遺
跡
三
点
、
八
号
遺
跡
一
五
八
点
、
九
号
遺
跡
三

点
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
図
二
・
三
）。
本
報
告
は
各
遺
物
の
種
別
認
定
の
手
続
き
等
は

省
い
た
記
述
に
な
っ
て
お
り
、
祭
祀
遺
物
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
報
文
か
ら
雛
形
鉄
刀
の
認
定
に
係
わ
る
箇
所
を
拾

い
上
げ
る
と
、
八
号
遺
跡
出
土
の
雛
形
鉄
刀
の
報
告
に
際
し
、「
接
合
に
よ
っ
て
知
ら

れ
た
一
六
口
の
雛
形
鉄
刀
に
つ
い
て
以
下
述
べ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
一
見
大
き

さ
か
ら
刀
子
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
前
置
き
が
あ
り

個
別
報
告
へ
と
続
く
（
図
四
）。
実
用
品
（
報
文
の
通
常
品
）
と
の
最
大
の
違
い
は
「
附

刃
」
の
有
無
と
理
解
で
き
る
が
、「
附
刃
有
」
と
判
別
さ
れ
た
資
料
も
寸
法
等
か
ら
雛

形
鉄
刀
と
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
刀
子
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
形

態
的
特
徴
が
確
か
な
蕨
手
刀
子
の
み
で
あ
り
、
判
別
不
能
な
小
片
を
除
き
、
一
般
的
な

刀
子
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

昭
和
三
六
年
刊
行
の
『
続
沖
ノ
島 

宗
像
神
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
』
は
、
基
本
的
に

雛
形
鉄
刀
が
出
土
し
な
い
祭
祀
遺
跡
の
報
告
で
あ
る
た
め
、
認
定
に
係
わ
る
記
載
箇
所

は
な
い
。
祭
祀
遺
跡
の
編
年
に
当
た
っ
て
、
遺
物
毎
の
編
年
を
検
証
す
る
過
程
で
雛
形

鉄
刀
の
出
土
数
量
の
増
減
を
整
理
し
て
お
り
、「
十
六
号
遺
跡
の
一
例
は
介
入
と
考
え

ら
れ
、
七
号
遺
跡
の
三
口
、
八
号
遺
跡
で
の
一
五
八
口
と
い
う
激
増
ぶ
り
が
見
ど
こ
ろ
」

と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
表
一
）。
な
お
、
考
察
・
一
覧
表
等
で
「
刀
子
」
と
し
て
表
記
・

集
計
さ
れ
て
い
る
の
は
、
蕨
手
刀
子
の
み
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
（
表
二
）。

昭
和
五
四
年
刊
行
の
『
宗
像 

沖
ノ
島
』
で
は
、
雛
形
刀
子
は
一
号
遺
跡
二
一
点
、

五
号
遺
跡
二
九
点
、
六
号
遺
跡
一
三
点
、
二
一
号
遺
跡
一
四
点
以
上
、
二
二
号
遺
跡

一
三
点
以
上
、
二
三
号
遺
跡
五
点
が
報
告
さ
れ
、
岩
上
祭
祀
遺
跡
か
ら
露
天
祭
祀
遺
跡

の
各
段
階
に
存
在
す
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
重
要
か
つ
問
題
を
抱
え
る

の
が
雛
形
鉄
刀
の
出
現
期
に
あ
た
る
二
一
号
遺
跡
の
報
告
で
、「（
雛
形
鉄
刀
は
）
破
片

ば
か
り
で
あ
る
が
、
鋒
や
茎
の
数
か
ら
一
四
口
以
上
を
か
ぞ
え
る
。
ほ
と
ん
ど
が
刃
付

け
を
し
て
お
ら
ず
、
茎
の
部
分
は
て
い
ね
い
に
つ
く
っ
て
い
る
が
、
茎
よ
り
鋒
ま
で
同
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図三　8号遺跡における雛形鉄刀の出土状況（一部改変、宗像神社復興期成会 1958）

図二　沖ノ島祭祀遺跡（笹生 2012）図 2　沖ノ島祭祀遺跡（笹生 2012）

図 3　8号遺跡における雛形鉄刀の出土状況（一部改変、宗像神社復興期成会 1958）

雛形鉄刀の集積地点

図 2　沖ノ島祭祀遺跡（笹生 2012）

図 3　8号遺跡における雛形鉄刀の出土状況（一部改変、宗像神社復興期成会 1958）

雛形鉄刀の集積地点
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21 号遺跡（岩上祭祀遺跡）

※６号遺跡

8号遺跡（岩陰祭祀遺跡）

（小型品）

（大型品）

5号遺跡（半岩陰・半露天祭祀遺跡） 1号遺跡（露天祭祀遺跡）

【古相の雛形鉄刀】

図 4　沖ノ島祭祀遺跡出土雛形鉄刀（S＝1/3）

※雛形鉄刀の認定は、報告書に基づく。
※21 号遺跡出土品の写真もスケールをそろえている。

図四　沖ノ島祭祀遺跡出土雛形鉄刀（S＝ 1/3）
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表一　昭和 36年における武器の集計（宗像神社復興期成会 1961）

表二　昭和 36年における工具の集計（宗像神社復興期成会 1961）

表１　昭和 36 年における雛形鉄刀の集計（宗像神社復興期成会 1961）

表 29 武 器 出 土 数 一 覧 表（沖ノ島全遺跡）

遺跡 発 掘 調 査 遺 跡

（　）介入と推定されるもの・鉄槍は鉄劍に加入

未 調 査 遺 跡

武器

鉄　　剣 7 7 6 2 375 10

5 13 9 3 2 4810 6

26 6 371 4

235 256（21）

（1） 3 158 1694 3

1 1

1 1

1 1

計

鉄　　刀

鉄　　矛

鉄　　鏃

雛形鉄刀

桂　　甲

盾

矛　　鞘

十七号十九号十六号 七号 八号 四号 五号 九号

※雛形鉄刀の出土量は、実用の鉄剣・鉄刀の 3～ 4倍に及ぶ。

表 30 工 具 出 土 数 一 覧 表（沖ノ島全遺跡）

遺跡 発 掘 調 査 遺 跡 未 調 査 遺 跡

工具

3 3010 17

33

1+ 1+ 7+5

11 27 7 45

72 742

58 58

計

鉄　　　針

鉄　　　斧

梯形袋鉄斧

雛 形 刀 子

蕨 手 刀 子

雛 形 鉄 斧

十七号十九号十六号 七号 八号 四号 五号 九号

表２　昭和 36 年における工具の集計（宗像神社復興期成会 1961）

※報告に基づくと、刀子は蕨手刀子と雛形刀子のみが存在し、確実な刀子は１点も存在しない。
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様
の
厚
さ
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
」
と
記
述
さ
れ
、
刃
付
け
（
附
刃
）
が
判
別
の

基
準
で
あ
る
と
と
も
に
、
附
刃
有
の
個
体
も
内
包
す
る
か
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
報
告
は
写
真
の
み
の
掲
載
で
、
図
面
は
不
掲
載
で
あ
る
（
図
四
）。

他
の
遺
跡
の
報
告
の
う
ち
、
認
定
根
拠
に
か
か
わ
る
記
述
を
羅
列
す
る
と
、
一
号
遺

跡
で
は
「
雛
形
刀
は
実
用
か
ら
離
れ
た
つ
く
り
の
も
の
で
、
刃
が
つ
い
て
い
る
も
の
で

も
、
切
る
用
途
に
あ
て
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
形
に
は
変
化

が
あ
り
、奉
献
品
と
し
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
だ
け
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
」
と
記
述
。

五
号
遺
跡
で
は
「
雛
形
の
刀
と
刀
子
を
ど
う
区
別
す
る
か
は
、
両
者
と
も
小
形
品
で
あ

る
た
め
に
む
ず
か
し
い
が
、
こ
こ
で
は
比
較
的
大
き
い
形
の
も
の
を
刀
、
小
形
の
も
の

を
刀
子
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
」
と
記
述
。
六
号
遺
跡
で
は
「
い
ず
れ
も
刃
を
つ
け
て
い

な
い
が
、
切
先
よ
り
刃
に
向
か
っ
て
い
く
ら
か
そ
ぎ
落
と
し
て
い
る
」
と
記
述
。
二
二

号
遺
跡
で
は
「（
金
属
製
雛
形
品
鉄
刀
の
）
形
態
は
二
種
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
刀
子
状
の

も
の
と
、
小
形
の
雛
形
刀
の
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
一
〇
点
以
上
あ
り
、
柄
の
部
分
も

身
の
部
分
も
つ
く
り
は
し
っ
か
り
し
て
お
り
、身
に
は
片
刃
を
つ
け
て
い
る
。…（
中
略
）

…
後
者
の
も
の
は
二
点
ほ
ど
で
あ
る
が
、全
長
約
五
㎝
、身
幅
〇
・
八
㎝
で
刃
を
も
た
ず
、

関
の
と
こ
ろ
が
ま
る
く
ふ
く
ら
ん
で
い
る
」
と
記
述
。
二
三
号
遺
跡
で
は
「
柄
の
部
分

は
身
幅
も
せ
ま
く
、
刀
身
に
比
べ
て
薄
く
な
っ
て
い
る
」
と
記
述
さ
れ
る
。

上
記
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
雛
形
鉄
刀
と
刀
子
の
峻
別
に
加
え
て
、
雛
形
鉄
刀

と
雛
形
刀
子
の
峻
別
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
今
日
に
お
け
る
沖
ノ
島

祭
祀
の
研
究
土
台
（
基
礎
資
料
）
は
、
こ
の
よ
う
な
論
理
的
脆
弱
性
を
抱
え
た
ま
ま
、

雛
形
鉄
刀
を
雛
形
武
器
、
雛
形
刀
子
を
雛
形
工
具
の
二
者
に
分
離
し
て
考
察
を
続
け
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
を
総
括
し
て
雛
形
鉄
刀
の
認
定
根
拠
を
想
定
す
る
と
、「
根
拠
①
：
附
刃
が
な

さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
附
刃
無
）」、「
根
拠
②
：
通
常
の
大
刀
・
刀
子
の
寸
法
か
ら
外

れ
る
も
の
」、「
根
拠
③
：
粗
雑
な
つ
く
り
で
あ
る
も
の
」
と
い
っ
た
根
拠
が
挙
げ
ら
れ

る
。
雛
形
鉄
刀
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
の
根
拠
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
総
合
的

に
判
断
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、厳
密
に
は
「
認
定
の
ゆ
ら
ぎ
」
が
存
在
す
る
。
と
く
に
、

古
相
の
雛
形
鉄
刀
（
八
号
遺
跡
出
土
品
）
に
お
い
て
、
根
拠
①
の
附
刃
の
有
無
は
、
掲

載
図
面
の
断
面
で
は
峻
別
が
難
し
く
、
客
観
的
証
拠
の
提
示
に
問
題
が
あ
る
。
私
見
で

は
、
沖
ノ
島
出
土
大
刀
・
刀
子
の
多
く
は
錆
化
過
程
で
膨
張
し
て
お
り
、
附
刃
の
判
断

に
は
慎
重
を
要
す
る
。
ま
た
、
根
拠
②
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
宗
像
地
域
等
で
の
資
料

蓄
積
を
経
た
相
対
評
価
が
必
要
で
、
今
日
的
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
根
拠
③
の
つ
く

り
は
感
覚
的
な
根
拠
と
な
る
が
、
こ
れ
も
宗
像
地
域
の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
関
の

形
態
や
茎
の
厚
み
等
を
指
標
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
雛
形
鉄
刀
は
「
認
定
に
ゆ
ら
ぎ
」
が
あ
る
状
態
で
報
告
が
な
さ
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
八
号
遺
跡
を
特
色
づ
け
る
遺
物
、
ひ
い
て
は
沖
ノ
島
祭
祀
に

お
け
る
雛
形
品
の
利
用
（
祭
祀
形
態
の
変
遷
）
の
重
要
な
論
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
（
松
本
一
九
七
九
）。
誤
解
の
な
い
よ
う
に
述
べ
る
と
、
筆
者
は
雛
形
鉄
刀
の
存
在

や
歴
史
的
価
値
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
雛
形
鉄
刀
や
雛
形
刀
子
、
雛
形
鉄
斧

等
の
雛
形
品
は
確
実
に
存
在
し
、
沖
ノ
島
祭
祀
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
問
題
視
し
て
い

る
の
は
、
二
一
号
遺
跡
に
お
け
る
雛
形
鉄
刀
の
認
定
、
お
よ
び
八
号
遺
跡
の
雛
形
鉄
刀

一
五
八
点
（
茎
部
で
の
カ
ウ
ン
ト
）
の
数
量
の
確
実
性
で
あ
り
、
そ
の
吟
味
を
一
足
飛

び
に
し
た
歴
史
的
解
釈
を
行
う
今
日
の
論
理
構
成
で
あ
る
（
図
五
・
六
）。
他
の
祭
祀
遺

跡
を
圧
倒
す
る
数
量
の
雛
形
鉄
刀
は
、
沖
ノ
島
祭
祀
の
祭
式
を
検
討
す
る
上
で
無
視
で
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図五　沖ノ島二一号遺跡（岩上祭祀遺跡）

図六　沖ノ島七・八号遺跡（岩陰祭祀遺跡） ※八号遺跡は左側の岩陰部分
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き
な
い
存
在
で
あ
り
、
そ
の
抽
出
に
は
厳
密
性
が
求
め
ら
れ
る
。
雛
形
鉄
刀
の
存
在
を

確
実
に
す
る
こ
と
で
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
資
料
的
価
値
は
よ
り
高
ま
る
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
本
研
究
で
は
、
沖
ノ
島
出
土
雛
形
鉄
刀
の
再
検
討
を
見
据
え
、
宗
像
神
を
奉
る
一

族
「
胸
肩
君
」
の
本
拠
地
で
あ
る
宗
像
地
域
の
鉄
刀
・
刀
子
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
　
宗
像
地
域
の
鉄
刀

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、

二
〇
一
〇
年
代
前
半
に
津
屋
崎
古
墳
群
の
正
式
報
告
書
刊
行
が
進
み
、
資
料
蓄
積
は
劇

的
に
進
ん
だ
。
と
く
に
多
量
の
鉄
器
埋
納
が
確
認
さ
れ
た
奴
山
正
園
古
墳
、
沖
ノ
島
出

土
画
文
帯
神
獣
鏡
の
同
型
鏡
を
分
有
す
る
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
の
正
式
報
告
書
が
刊
行
さ

れ
た
意
義
は
大
き
い
。
以
下
で
は
、
上
記
二
古
墳
に
加
え
、
津
屋
崎
古
墳
群
初
期
の
有

力
古
墳
・
宮
司
井
出
ノ
上
古
墳
出
土
品
を
軸
に
検
討
し
、
雛
形
鉄
刀
が
出
現
す
る
古
墳

時
代
中
期
の
様
相
を
探
る
。

（
一
）
宮
司
井
出
ノ
上
古
墳
出
土
鉄
刀

宮
司
井
出
ノ
上
古
墳
は
、
古
墳
時
代
中
期
前
半
（
五
世
紀
前
半
）
に
築
か
れ
た
直
径

約
二
六
ｍ
の
円
墳
で
あ
る
（
図
七
）。
広
義
の
津
屋
崎
古
墳
群
に
お
け
る
最
初
期
の
有

力
古
墳
で
あ
る
。
同
一
尾
根
線
上
で
は
他
に
竪
穴
式
石
室
墳
・
横
穴
式
石
室
墳
の
存
在

が
把
握
さ
れ
て
い
る
が
、
未
調
査
の
ま
ま
消
失
し
て
い
る
。
な
お
、
隣
接
尾
根
線
に
は

宮
地
嶽
古
墳
が
立
地
す
る
。
主
体
部
は
竪
穴
式
石
室
（
第
一
主
体
部
）・
箱
式
石
棺
（
第

二
主
体
部
）・
石
蓋
土
坑
墓
（
第
三
主
体
部
）
の
三
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
竪
穴
式

石
室
と
箱
式
石
棺
は
層
位
か
ら
前
後
関
係
が
判
別
で
き
ず
、
同
時
期
の
埋
葬
と
判
断
さ

れ
て
い
る
。
石
蓋
土
坑
墓
は
こ
れ
ら
よ
り
も
後
出
す
る
。
な
お
、
最
大
規
模
の
主
体
部

で
あ
る
竪
穴
式
石
室
は
、
江
戸
時
代
に
盗
掘
を
受
け
て
お
り
、
副
葬
品
を
失
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
箱
式
石
棺
と
石
蓋
土
坑
墓
は
未
盗
掘
で
、
副
葬
品
・
供
献
品
組
成
が
把

握
で
き
る
。

箱
式
石
棺
に
は
熟
年
男
性
が
葬
ら
れ
て
お
り
、
左
肩
か
ら
腰
に
か
け
て
大
刀
一
点
、

鉄
剣
一
点
、
鉄
矛
一
点
、
刀
子
三
点
、
鉄
鏃
九
点
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
右
肩
か
ら
腰

に
か
け
て
は
鉄
剣
一
点
、
鉄
鏃
一
六
点
が
、
膝
か
ら
足
元
に
か
け
て
は
短
甲
一
領
、
大

刀
一
点
、
鉄
柄
斧
三
点
、
鉄
斧
二
点
、
鉄
鑿
一
点
、
鉄
鎌
一
点
、
Ｕ
字
鋤
先
一
点
が
副

葬
さ
れ
て
い
た
。
石
蓋
土
坑
墓
に
は
成
年
男
性
が
葬
ら
れ
て
お
り
、
石
蓋
上
の
棺
外
供

献
品
と
し
て
、
鉄
刀
一
点
、
鉄
矛
一
点
、
鉄
鎌
一
点
、
鉄
鋌
一
点
等
が
置
か
れ
て
い
た
。

箱
式
石
棺
出
土
鉄
刀
の
う
ち
、
大
型
品
は
全
長
九
二
・
三
㎝
で
、
茎
長
は
一
八
・
七
㎝

を
測
る
。
鞘
巻
き
に
は
二
本
芯
並
列
コ
イ
ル
状
紐
巻
き
が
確
認
で
き
る
他
、
黒
漆
塗

り
鞘
木
へ
の
直
弧
文
の
朱
描
が
認
め
ら
れ
る
。
小
型
品
の
鉄
刀
は
全
長
四
二
・
七
㎝
で
、

茎
長
は
九
・
九
㎝
を
測
る
。
茎
と
刀
身
に
木
質
が
付
着
す
る
こ
と
か
ら
、
柄
・
鞘
は
木

材
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。
石
蓋
土
坑
墓
出
土
鉄
刀
は
、
切
先
を
欠
損
し
た
残
存
長
が

三
三
㎝
で
、
お
お
む
ね
四
〇
㎝
程
度
の
全
長
と
見
ら
れ
る
。
茎
長
は
六
・
八
㎝
を
測
る
。

柄
は
鹿
角
製
で
、
鞘
は
木
製
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
点
の
鉄
刀
は
全
長
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
茎
長
も
二
者
に
大
別
で
き
、
両
手
用
大
型
大
刀
と
片
手
用
小
型
大
刀
が
存
在
す
る

こ
と
が
分
か
る
。
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図 5　宮司井出ノ上古墳鉄刀・鉄剣（遺物 S=1/4）

箱式石棺（第 2主体部）出土品

石蓋土坑墓（第 3主体部）出土品

箱式石棺（第 2主体部）

石蓋土坑墓（第 3主体部）

図七　宮司井出ノ上古墳鉄刀・鉄剣（遺物S=1/4）
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（
二
）
奴
山
正
園
古
墳
出
土
鉄
刀

奴
山
正
園
古
墳
は
、
古
墳
時
代
中
期
前
半
（
五
世
紀
前
半
）
に
築
か
れ
た
墳
丘
直
径

約
二
八
ｍ
の
円
墳
で
あ
る
。
津
屋
崎
古
墳
群
内
の
初
期
の
有
力
古
墳
の
一
つ
で
、
浅
い

谷
を
挟
ん
だ
南
側
に
は
世
界
遺
産
の
新
原
・
奴
山
古
墳
群
が
広
が
る
。
主
体
部
は
大
型

の
箱
式
石
棺
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
い
た
る
ま
で
三
回
の
盗
掘
が
な
さ
れ
た

と
判
断
さ
れ
て
お
り
、
石
室
内
の
副
葬
品
の
大
部
分
は
失
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
盗

掘
坑
内
か
ら
鏡
や
筒
形
銅
器
、
三
角
板
革
綴
短
甲
等
の
破
片
が
出
土
し
て
お
り
、
副
葬

品
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
。
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
副
葬
品
は
す
べ
て
棺
外
副
葬
品

で
、
四
か
所
に
分
散
し
て
埋
納
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
最
大
の
棺
外
副
葬
が
長
さ

一
・
二
六
ｍ
、
幅
二
七
㎝
、
深
さ
一
五
㎝
と
推
定
さ
れ
る
木
箱
で
、
そ
の
内
部
か
ら
鉄

刀
六
四
点
、
鉄
剣
三
点
、
他
工
具
類
九
点
が
収
納
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
（
図
八
）。

佐
々
木
隆
彦
氏
の
報
告
に
基
づ
く
と
、
六
四
点
の
鉄
刀
は
類
似
し
た
寸
法
の
も
の
で

平
均
長
は
四
二
・
六
㎝
を
測
る
（
佐
々
木
二
〇
一
三
）。
最
大
個
体
は
四
九
・
七
㎝
、
最

小
個
体
は
三
五
・
五
㎝
と
一
四
㎝
以
上
の
開
き
が
あ
り
、
厳
密
な
規
格
統
一
は
認
め
ら

れ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
大
刀
の
中
で
も
小
型
品
に
属
す
る
。
刀
装
具
は
腐
食
が
進
み
、

刀
身
に
錆
着
す
る
状
態
で
部
分
的
に
遺
存
し
て
お
り
、
鞘
・
柄
と
も
に
木
製
装
具
を
基

本
部
材
と
し
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
茎
の
形
態
差
が
注
目
で
き
、
佐
々
木
氏
は
六
形

式
一
四
分
類
で
整
理
し
て
い
る
。

（
三
）
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
出
土
鉄
刀

勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
は
全
長
約
一
〇
〇
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
隣
接
す
る
勝
浦
井
ノ
浦

古
墳
（
前
方
後
円
墳
七
〇
ｍ
）
と
と
も
に
古
墳
時
代
中
期
後
半
（
五
世
紀
後
半
）
に
お

け
る
津
屋
崎
古
墳
群
内
の
主
要
首
長
系
列
墓
を
形
成
す
る
。
主
体
部
は
玄
室
中
央
に
立

柱
を
も
つ
特
殊
な
横
穴
式
石
室
で
、
盗
掘
を
受
け
て
い
た
が
豊
富
な
副
葬
品
が
発
見
さ

れ
た
。
副
葬
品
の
多
く
は
小
片
と
な
っ
て
い
る
が
、
幸
い
に
も
副
葬
品
組
成
の
主
要
部

分
は
把
握
で
き
る
。
検
討
対
象
で
あ
る
鉄
刀
で
は
、鹿
角
製
装
具
付
大
刀
四
〇
点
以
上
、

銀
製
装
具
付
素
環
頭
大
刀
一
点
が
確
認
で
き
る
。

大
庭
孝
夫
氏
の
報
告
に
基
づ
く
と
、
鹿
角
製
装
具
付
大
刀
は
寸
法
（
刀
身
幅
）
に
よ

り
三
種
類
存
在
す
る
（
大
庭
二
〇
一
一
）。
こ
の
う
ち
刀
身
幅
二
・
六
㎝
の
鹿
角
製
装
具

付
大
刀
・
大
が
唯
一
、
刀
身
の
全
長
を
判
別
で
き
、
切
先
か
ら
関
ま
で
の
長
さ
は
約

三
二
㎝
を
測
る
（
図
九
）。
柄
の
長
さ
は
一
一
・
二
㎝
以
上
で
あ
る
の
は
確
実
だ
が
、
正

確
に
は
不
明
で
あ
る
。
同
じ
刀
装
具
（
鹿
角
製
鞘
口
、
二
本
芯
並
列
コ
イ
ル
状
紐
巻
き

等
）
の
鹿
角
製
装
身
具
付
大
刀
・
中
の
柄
の
長
さ
が
一
二
㎝
前
後
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
る
と
、
鹿
角
製
装
具
付
大
刀
・
大
の
全
長
は
約
四
四
㎝
と
把
握
で
き
る
。
刀
身
幅
が

よ
り
狭
い
鹿
角
製
装
具
付
大
刀
中
・
小
も
、
残
存
破
片
を
見
る
限
り
類
似
規
格
と
見
ら

れ
、
少
な
く
と
も
鹿
角
製
装
具
付
大
刀
・
大
を
上
回
る
規
格
で
は
な
い
と
判
断
で
き
る
。

な
お
、
今
回
の
検
討
で
は
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
観
察
も
実
施
し
、
目
釘
二
本
を

用
い
た
柄
の
固
定
が
新
た
に
確
認
で
き
た
。
銀
製
装
具
付
素
環
頭
大
刀
は
小
片
と
な
っ

て
お
り
全
長
等
の
寸
法
は
不
明
で
あ
る
。

（
四
）
小
結

宗
像
神
を
奉
る
一
族
「
胸
肩
君
」
自
身
を
被
葬
者
と
想
定
で
き
る
津
屋
崎
古
墳
群
の

有
力
古
墳
出
土
鉄
刀
を
検
討
し
た
。
上
記
、
三
古
墳
出
土
鉄
刀
は
刀
装
具
に
違
い
は
あ

る
が
、
お
お
む
ね
全
長
四
〇
～
五
〇
㎝
の
小
型
大
刀
を
保
有
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
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茎の形態

図６　奴山正園古墳出土鉄刀（S=1/3）図八　奴山正園古墳出土鉄刀（S=1/3）
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図 6　勝浦峯ノ畑古墳出土鉄刀・刀子（S=1/3、写真縮尺任意）

鹿角製装具付大刀・大

鹿角製装具付大刀・中

鹿角製装具付大刀・小

柄に巻かれた二本芯並列コイル状糸巻き

素環頭大刀（小刀）

両関式長茎細長刃刀子

図九　勝浦峯ノ畑古墳出土鉄刀・刀子（S=1/3、写真縮尺任意）
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れ
ら
の
小
型
大
刀
は
刀
装
具
を
含
め
た
柄
の
長
さ
が
一
二
㎝
前
後
と
短
く
、
握
り
こ
ぶ

し
一
つ
分
の
大
き
さ
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
「
片
手
用
」
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
片
手
用
小
型
大
刀
は
古
墳
時
代
中
期
に
増
加
す
る
が
、
そ
の
全
長
や
茎
長

は
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
中
期
前
半
に
か
け
て
主
体
的
に
用
い
ら
れ
た
片
手
用
小

型
鉄
剣
と
類
似
し
て
お
り
、「
武
器
」
と
し
て
の
機
能
的
役
割
を
継
承
し
て
い
た
と
把

握
で
き
る
（
図
十
三
）。

以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
古
墳
時
代
中
期
（
五
世
紀
）
以
前
に
お
け
る
宗
像
地
域
の
近

接
戦
闘
用
武
器
は
、
片
手
剣
・
刀
を
基
本
装
備
と
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
。
権
威
の
象

徴
に
も
な
っ
て
い
く
長
大
な
両
手
用
大
型
大
刀
の
出
土
量
は
少
な
く
、
上
位
階
層
で
の

属
人
的
所
有
物
と
把
握
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
変
化
す
る
の
は
、
半
島
系
装
飾

大
刀
や
倭
系
装
飾
大
刀
の
出
土
数
が
増
加
す
る
古
墳
時
代
後
期
（
六
世
紀
）
以
降
で
あ

り
、
上
位
階
層
か
ら
近
接
戦
闘
用
武
器
の
転
換
（
大
型
大
刀
の
増
加
）
が
進
む
。
こ
こ

で
は
雛
形
鉄
刀
が
出
現
す
る
古
墳
時
代
中
期
に
お
い
て
、
宗
像
地
域
で
は
全
長
四
〇
～

五
〇
㎝
の
片
手
用
小
型
鉄
剣
・
大
刀
を
近
接
戦
闘
の
基
本
装
備
と
し
、
上
位
階
層
で
は

類
似
規
格
の
小
型
大
刀
を
多
数
保
有
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

三
　
宗
像
地
域
の
刀
子

刀
子
は
日
本
列
島
に
お
け
る
鉄
器
伝
播
直
後
か
ら
見
ら
れ
る
鉄
器
で
あ
る
。
刀
子
の

出
土
数
は
多
量
消
費
を
前
提
と
し
た
矢
（
鉄
鏃
）
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
古
墳
時
代
を

通
じ
て
墳
墓
や
集
落
か
ら
普
遍
的
に
出
土
す
る
鉄
器
で
あ
る
た
め
、
人
々
の
生
活
に
根

付
い
た
刃
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
用
途
は
多
様
で
、
民
俗
例
を

見
る
と
工
具
・
狩
猟
具
・
漁
労
具
・
調
理
具
・
食
器
・
武
器
・
筆
記
具
等
と
し
て
の
利

用
が
確
認
で
き
る
。
古
墳
時
代
に
お
い
て
も
、
多
く
の
刀
子
が
特
定
用
途
に
特
化
し
な

い
利
器
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
日
常
的
な
装
着
時

間
を
想
定
す
る
と
、刀
子
は
最
も
身
近
に
存
在
し
た
鉄
器
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
反
面
、
刀
子
は
出
土
数
が
膨
大
な
こ
と
、
刀
身
の
基
本
形
状
が
簡
素
で
あ
る
こ

と
等
の
理
由
か
ら
、
現
状
で
は
汎
列
島
的
な
研
究
対
象
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
お
ら
ず
、

各
地
方
で
の
実
態
把
握
も
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
宗
像
地
域
、

ひ
い
て
は
九
州
北
部
で
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
正
式
報
告
書
が
刊
行
さ

れ
た
宗
像
地
域
中
枢
（
福
津
市
・
宗
像
市
）
の
刀
子
を
悉
皆
的
に
集
成
し
、
地
域
の
様

相
を
探
っ
た
。
な
お
、
集
成
の
結
果
、
全
体
の
寸
法
が
お
お
よ
そ
把
握
で
き
る
個
体
は

七
二
点
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
宗
像
地
域
の
刀
子
の
変
遷
を
把
握
す
る
上
で
定
点
と
な

る
田
久
瓜
ヶ
坂
一
号
墳
出
土
刀
子
、
名
残
藤
河
内
五
号
墳
出
土
刀
子
を
軸
に
検
討
す
る
。

（
一
）
田
久
瓜
ヶ
坂
一
号
墳
出
土
刀
子

田
久
瓜
ヶ
坂
一
号
墳
は
、
釣
川
中
流
域
の
盆
地
状
平
野
に
突
き
出
た
丘
陵
地
に
築
か

れ
た
前
方
後
円
墳
（
全
長
約
三
〇
ｍ
）
で
、
古
墳
時
代
前
期
後
半
（
四
世
紀
後
半
）
の

築
造
で
あ
る
。
後
円
部
中
央
に
四
つ
の
主
体
部
を
も
ち
、
す
べ
て
の
主
体
部
か
ら
刀
子

が
出
土
し
た
。
木
棺
や
遺
体
の
腐
朽
に
よ
り
副
葬
当
時
の
配
置
と
は
言
え
な
い
が
、
出

土
遺
物
は
原
位
置
を
保
つ
点
は
注
目
で
き
、
鉄
器
の
折
り
曲
げ
や
工
具
類
の
集
積
副
葬

が
認
め
ら
れ
る
。
刀
子
五
点
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
三
号
主
体
部
は
、
九
州
で
は
唯
一
の

完
全
な
円
筒
棺
で
あ
り
、
畿
内
を
中
心
と
す
る
他
地
域
と
の
繋
が
り
が
確
実
視
で
き
る

（
図
十
）。
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図 8　田久瓜ヶ坂一号墳出土刀子（遺物 S=1/3）

刃関式短茎刀子

図十　田久瓜ヶ坂一号墳出土刀子（遺物S=1/3）

短頸鏃

両関式長茎細長刃刀子

図 9　名残藤河内五号墳出土鉄鏃・刀子（遺物 S=1/3）

9

図十一　名残藤河内五号墳出土鉄鏃・刀子（遺物S=1/3）
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刀
子
は
一
号
主
体
部
で
一
点
、
二
号
主
体
部
で
四
点
、
三
号
主
体
部
で
五
点
、
四
号

主
体
部
で
一
点
が
出
土
し
た
。
す
べ
て
刃
関
式
短
茎
刀
子
で
構
成
さ
れ
、
刀
装
具
を
除

い
た
全
長
は
最
大
個
体
で
八
・
六
㎝
、
最
小
個
体
で
四
・
六
㎝
を
測
る
。
柄
等
の
装
具
は

木
製
だ
が
、
刀
身
に
錆
着
し
た
断
片
し
か
確
認
で
き
な
い
。

（
二
）
名
残
藤
河
内
五
号
墳
出
土
刀
子

名
残
藤
河
内
古
墳
群
は
釣
川
中
流
域
、
田
久
瓜
ヶ
坂
古
墳
群
か
ら
南
東
側
の
丘
陵
地

に
位
置
す
る
。
五
号
墳
は
墳
丘
を
す
べ
て
消
失
し
て
お
り
、
主
体
部
の
み
が
確
認
さ
れ

た
。
主
体
部
は
二
段
掘
り
土
坑
墓
で
、
一
段
目
掘
り
方
に
短
頸
鏃
一
点
、
刀
子
一
点
が

棺
外
副
葬
さ
れ
て
い
た
（
図
十
一
）。
二
段
掘
り
土
坑
墓
は
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時

代
前
期
に
盛
行
し
、
古
墳
時
代
中
期
ま
で
存
続
す
る
。
一
段
目
の
掘
り
方
が
長
方
形
で

あ
る
点
と
、
短
頸
鏃
が
副
葬
さ
れ
る
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
二
段
掘
り
土
坑
墓
の
終
焉
段

階
に
属
す
る
と
見
ら
れ
、
古
墳
時
代
中
期
（
五
世
紀
第
２
～
３
四
半
期
）
の
築
造
と
判

断
で
き
る
。

刀
子
は
二
段
掘
り
土
坑
墓
の
一
段
目
掘
り
方
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
遺
体
埋
葬
時
に

置
か
れ
た
棺
外
副
葬
品
と
識
別
で
き
る
。
全
長
二
〇
・
七
㎝
、
刃
部
幅
最
大
〇
・
九
㎝
と

細
長
い
形
状
が
特
徴
で
あ
る
。
茎
は
六
・
六
㎝
で
伸
長
化
が
著
し
い
。
両
関
式
長
茎
刀

子
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
が
、
刃
部
一
四
・
一
㎝
、
刀
身
幅
〇
・
九
㎝
と
極
端
に
細
長
い
特

徴
か
ら
「
両
関
式
長
茎
細
長
刃
刀
子
」
と
し
て
識
別
す
る
。

（
三
）
小
結

宗
像
地
域
の
刀
子
の
変
遷
は
、
概
ね
列
島
他
地
域
と
連
動
す
る
と
想
定
で
き
、
古
墳

や
集
落
等
の
他
の
要
素
と
歩
調
を
あ
わ
せ
る
（
図
十
二
）。
と
く
に
古
墳
時
代
前
期
は

広
域
連
動
が
顕
著
で
、
全
長
一
〇
㎝
未
満
の
刃
関
式
短
茎
刀
子
の
み
で
構
成
さ
れ
る
。

全
長
・
短
茎
・
刃
関
と
い
う
三
要
素
を
共
有
す
る
点
が
注
目
で
き
、
大
和
地
域
の
研
究

成
果
と
完
全
に
一
致
す
る
（
渡
邊
二
〇
一
〇
）。
上
記
で
述
べ
た
よ
う
に
、
刀
子
は
生

活
様
式
の
一
部
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
刀
子
の
形
式
共
有
は
布
留
式
土
器
の
広
域
共

有
の
よ
う
な
ヤ
マ
ト
を
中
心
と
し
た
政
治
的
・
経
済
的
結
合
の
産
物
と
言
え
よ
う
。

古
墳
時
代
中
期
も
、
茎
部
の
伸
長
に
伴
う
大
型
化
、
お
よ
び
両
関
式
の
出
現
と
い
う

二
大
要
素
の
共
有
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
宗
像
地
域
で
は
刃
部
の
伸
長
化
が
著
し

く
、
両
関
式
長
茎
細
長
刃
刀
子
と
し
て
別
個
に
把
握
し
た
。
本
刀
子
は
刃
部
が
極
端
に

細
長
く
、
鉄
刀
を
小
型
化
し
た
「
小
刀
」
と
一
線
を
画
す
形
状
を
し
て
お
り
、
刀
子
の

型
式
変
化
を
基
軸
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
前
段
階
の
刃
関
式

短
茎
刀
子
と
の
隔
た
り
は
大
き
く
、
内
在
的
な
型
式
変
化
で
成
立
し
た
と
は
考
え
難

い
。
渡
邊
氏
が
想
定
し
た
よ
う
に
両
関
式
の
普
及
、
茎
部
の
伸
長
化
に
は
、
朝
鮮
半
島

か
ら
の
外
在
的
要
因
（
渡
来
系
鍛
冶
技
術
の
普
及
等
）
が
存
在
す
る
と
見
ら
れ
る
（
渡

邊
二
〇
一
〇
）。
名
残
藤
河
内
五
号
墳
出
土
刀
子
は
、
日
本
列
島
に
お
け
る
両
関
式
の

普
及
、
茎
部
の
伸
長
化
の
初
期
段
階
の
事
例
と
判
断
で
き
、
初
期
須
恵
器
の
よ
う
に
刀

子
の
型
式
変
化
も
同
時
多
元
的
波
及
と
広
域
共
有
を
繰
り
返
し
て
進
ん
だ
可
能
性
を
示

す
。
宗
像
地
域
の
渡
来
系
遺
物
を
検
討
し
た
重
藤
輝
行
氏
や
亀
田
修
一
氏
の
研
究
成
果

を
参
照
す
る
と
、
五
世
紀
に
急
激
な
朝
鮮
半
島
系
遺
物
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
（
重
藤

二
〇
一
一
・
亀
田
二
〇
一
三
）。
そ
の
中
に
は
鉄
鉗
等
の
鍛
冶
具
や
鉄
鋌
（
新
原
・
奴

山
一
号
墳
・
割
畑
一
号
墳
出
土
品
等
）
も
含
ま
れ
、
上
記
の
渡
来
系
鍛
冶
技
術
の
普
及

と
い
う
仮
説
と
整
合
す
る
。
な
お
、
両
関
式
長
茎
細
長
刃
刀
子
は
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
出
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広域共有形式（大和地域）

前期

中期
前半

刃関式短茎刀子

両関式長茎刀子

中期
後半

後期
前半

後期
後半

（小刀）

4

5

6

7

8

9

10

10：飛鳥寺塔心礎
11：飛鳥寺塔心礎
12：寺口忍海Ｈ9号
13：竜王山Ａ2号

593 年

刃関式短茎刀子

（渡来系刀子）

宗像地域

両関式長茎刀子

（小刀）

１

2

３

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

1：メスリ山
2：新沢千塚 500 号
3：野山・シメン坂 1号
4：後出 18 号
5：後出 1号
6：新沢千塚Ｈ16 号

7：新沢千塚 122 号
8：石光山 17 号
9：寺口忍海Ｈ26 号

14・15：田久瓜ヶ坂 1号
16：名残藤河内 5号
17・18：勝浦峯ノ畑
19・20：朝町妙見 4号
21：大井三倉 3号
22：瓜尾・梅ヶ内 15 号

（折衷型式多い）

図 10　宗像地域の刀子の変遷（S=1/4）

（雛形刀子）

両関式長茎細長刃刀子

図十二　宗像地域の刀子の変遷（S=1/4）
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土
品
に
も
見
ら
れ
る
他
、
通
常
の
両
関
式
長
茎
刀
子
と
部
分
共
有
（
刃
部
の
細
長
化
）

す
る
形
で
、
そ
の
後
の
宗
像
地
域
に
定
着
す
る
様
相
が
認
め
ら
れ
る
（
図
十
二
）。

四
　
鉄
刀
・
刀
子
・
雛
形
鉄
刀

（
一
）
雛
形
鉄
刀
の
認
定
基
準
と
追
検
証

上
記
で
は
、
沖
ノ
島
に
お
け
る
雛
形
鉄
刀
の
出
現
期
（
岩
上
・
岩
陰
祭
祀
遺
跡
の
形

成
期
）
に
あ
た
る
古
墳
時
代
中
期
を
中
心
に
、宗
像
地
域
の
鉄
刀
と
刀
子
を
検
討
し
た
。

宗
像
地
域
の
鉄
刀
は
全
長
四
〇
～
五
〇
㎝
の
片
手
用
小
型
大
刀
を
主
軸
と
し
、
上
位
階

層
に
よ
る
多
量
保
有
が
認
め
ら
れ
た
。
古
墳
時
代
中
期
以
前
に
お
い
て
は
、
宮
司
井
出

ノ
上
古
墳
・
田
久
瓜
ヶ
坂
二
号
墳
出
土
品
の
よ
う
な
大
型
大
刀
・
剣
の
出
土
量
は
少
な

く
、
上
位
階
層
に
お
け
る
属
人
的
所
有
物
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
ふ

ま
え
る
と
、
岩
上
祭
祀
遺
跡
や
岩
陰
祭
祀
遺
跡
で
出
土
す
る
大
型
の
鉄
剣
・
鉄
刀
の
多

く
は
、
宗
像
地
域
以
外
、
す
な
わ
ち
大
和
・
河
内
地
域
か
ら
の
搬
入
が
有
力
視
で
き
る
。

『
日
本
書
紀
』
雄
略
紀
九
年
の
記
事
に
見
え
る
凡
河
内
直
香
賜
と
采
女
の
派
遣
を
ふ
ま

え
る
と
、
後
の
「
幣
帛
」
に
相
当
す
る
奉
納
品
の
一
品
目
と
し
て
、
大
型
鉄
刀
・
鉄
剣

が
大
和
・
河
内
地
域
よ
り
宗
教
的
役
割
を
帯
び
て
運
ば
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

本
研
究
の
主
眼
で
あ
る
雛
形
鉄
刀
の
関
わ
り
で
は
、
宗
像
地
域
で
の
多
量
保
有
が
認

め
ら
れ
た
片
手
用
小
型
大
刀
と
両
関
式
長
茎
細
長
刃
刀
子
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
。
片

手
用
小
型
大
刀
の
刃
部
幅
は
一
・
八
～
二
・
六
㎝
と
細
く
、
沖
ノ
島
出
土
雛
形
鉄
刀
の
う

ち
大
型
品
と
寸
法
が
重
な
る
。
ま
た
、
雛
形
鉄
刀
の
茎
の
長
さ
（
一
〇
㎝
未
満
）
は
片

手
用
小
型
大
刀
の
茎
で
も
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
。
両
関
式
長
茎
細
長
刃
刀
子
は
全
長

二
〇
・
七
㎝
を
測
り
、
刀
子
と
し
て
は
大
型
品
に
属
す
る
。
そ
し
て
、
本
品
の
最
大
の

特
徴
で
あ
る
刃
部
幅
〇
・
九
㎝
、
刃
部
厚
み
〇
・
二
㎝
と
い
う
寸
法
は
、
沖
ノ
島
出
土
雛

形
鉄
刀
の
う
ち
小
型
品
の
も
の
と
重
な
る
。
出
土
し
た
両
関
式
長
茎
細
長
刃
刀
子
は
、

仮
に
砥
ぎ
減
り
に
よ
る
刃
部
の
摩
耗
を
考
慮
し
て
も
、
基
本
的
な
全
体
形
状
を
損
な
っ

て
い
る
と
は
考
え
難
い
。以
上
か
ら
、寸
法
の
比
較
で
は
大
半
の
雛
形
鉄
刀
、と
く
に「
つ

く
り
」
が
丁
寧
な
古
相
の
雛
形
鉄
刀
（
沖
ノ
島
八
号
遺
跡
出
土
品
）
が
片
手
用
小
型
大

刀
・
両
関
式
細
長
刀
子
と
峻
別
が
難
し
い
と
評
価
で
き
る
。
つ
ま
り
、
雛
形
鉄
刀
の
認

定
に
お
い
て
は
、
原
則
、「
附
刃
」
の
有
無
を
根
拠
と
す
べ
き
と
結
論
で
き
る
。
た
だ

し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
沖
ノ
島
出
土
鉄
製
品
は
錆
化
に
よ
り
膨
張
す
る
個
体
が
目
立

ち
、
鉄
刀
の
破
片
で
は
二
倍
近
く
の
厚
み
に
な
っ
て
い
る
個
体
も
確
認
で
き
る
。
今
後

の
研
究
で
は
、
附
刃
の
有
無
に
つ
い
て
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
他
の
根
拠
と
し

て
有
力
な
の
は
「
つ
く
り
」
で
、
客
観
的
論
拠
と
し
て
関
の
形
態
や
茎
の
厚
み
、
目
釘

の
有
無
と
い
っ
た
諸
属
性
組
成
の
提
示
が
有
効
で
あ
る
。

以
上
の
条
件
を
ふ
ま
え
、
予
察
的
に
沖
ノ
島
出
土
雛
形
鉄
刀
を
追
検
証
す
る
と
、
沖

ノ
島
五
・
一
号
遺
跡
（
半
露
天
・
露
天
祭
祀
遺
跡
）
出
土
品
の
よ
う
な
新
相
の
雛
形
鉄

刀
に
つ
い
て
は
、
確
実
に
「
附
刃
無
」
の
個
体
が
確
認
で
き
、
あ
わ
せ
て
関
・
茎
の
形

態
（
つ
く
り
）
も
実
用
品
と
乖
離
し
て
い
る
。
基
本
的
に
雛
形
品
と
追
認
し
て
よ
い
。

や
は
り
問
題
と
な
る
の
が
、
古
相
の
雛
形
鉄
刀
で
あ
る
。
と
く
に
、
初
現
と
さ
れ
る
沖

ノ
島
二
一
号
遺
跡
出
土
品
（
報
告
書
掲
載
資
料
）
に
つ
い
て
、
上
記
の
条
件
か
ら
検
証

す
る
と
、
雛
形
鉄
刀
の
存
在
は
追
認
で
き
な
い
。
同
資
料
群
は
刀
子
片
・
鉄
鏃
片
も
内

包
す
る
と
判
断
で
き
、
仮
に
雛
形
品
を
想
定
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
雛
形
刀
子
に
該
当
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
（
図
四
）。
あ
わ
せ
て
、
岩
上
・
岩
陰
祭
祀
遺
跡
出
土
品
に
お
い
て
、
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工
具
と
し
て
報
告
・
集
計
さ
れ
て
い
る
刀
子
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
蕨
手
刀
子
の
み
で
あ
り
、

通
常
の
刀
子
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
、
茎
小
片
一
点
（『
沖
ノ
島
』
第
三
四
図

-
一
〇
（
一
六
号
遺
跡
出
土
品
））
に
過
ぎ
な
い
点
も
気
が
か
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
沖

ノ
島
祭
祀
の
祭
具
と
し
て
、
鉄
刀
・
蕨
手
刀
子
・
雛
形
鉄
刀
・
雛
形
刀
子
は
用
い
ら
れ

る
が
、
通
常
の
刀
子
は
用
い
な
い
」
と
い
う
解
釈
が
成
立
し
得
る
状
況
に
あ
る
。
沖
ノ

島
祭
祀
に
お
け
る
祭
式
の
復
元
に
も
直
接
的
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
通
常
の
刀

子
の
有
無
は
今
後
、
追
検
証
が
必
要
と
言
え
よ
う
。
沖
ノ
島
八
号
遺
跡
出
土
品
に
つ
い

て
は
、
雛
形
鉄
刀
の
存
在
は
追
認
で
き
る
が
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て
は
追
検
証
が
必
要

で
あ
る
。

（
二
）
沖
ノ
島
祭
祀
と
鍛
冶

両
関
式
長
茎
細
長
刃
刀
子
は
大
和
地
域
出
土
品
に
類
例
が
な
く
、
日
常
品
で
あ
る
刀

子
の
性
格
上
、
宗
像
地
域
で
の
生
産
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。「
鍛
冶
」
は
沖
ノ
島
祭

祀
の
構
成
要
素
の
一
つ
（
祭
式
の
一
部
）
で
あ
り
、
祭
具
と
し
て
特
化
し
た
雛
形
品
の

製
作
は
、
沖
ノ
島
内
、
も
し
く
は
宗
像
地
域
で
実
施
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
（
１
）
。
当
然

な
が
ら
、雛
形
品
に
は
製
作
者
が
保
有
す
る
技
術
や
認
識
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

雛
形
鉄
刀
の
製
作
に
あ
た
っ
て
、
片
手
用
小
型
大
刀
や
両
関
式
長
茎
細
長
刃
刀
子
の
加

工
技
術
の
応
用
、
さ
ら
に
は
雛
形
品
自
体
の
形
態
的
原
型
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

滑
石
製
祭
具
や
沖
ノ
島
系
祭
祀
土
器
と
同
様
に
、
祭
式
の
中
で
金
属
製
祭
具
（
雛
形

鉄
製
品
）
が
ど
の
よ
う
に
準
備
さ
れ
た
か
は
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
（
2
）
。
本
課
題

を
考
え
る
上
で
、
奴
山
正
園
古
墳
出
土
鉄
刀
の
規
格
と
茎
の
形
態
差
は
示
唆
的
で
あ
る

（
図
八
）。
奴
山
正
園
古
墳
出
土
鉄
刀
の
集
積
要
因
に
は
、「
仮
説
一
：
胸
肩
君
の
発
注

に
応
じ
て
、
傘
下
に
あ
る
複
数
の
鍛
冶
工
房
で
類
似
規
格
の
製
品
を
製
作
し
た
」、「
仮

説
二
：
交
易
等
を
通
じ
て
入
手
し
た
鉄
刀
の
う
ち
、類
似
規
格
の
製
品
の
み
を
集
め
た
」、

「
仮
説
三
：
類
似
規
格
の
大
刀
を
一
括
で
下
賜
さ
れ
た
」
の
三
つ
の
仮
説
が
考
え
得
る
。

本
稿
で
指
摘
し
た
片
手
用
小
型
大
刀
の
通
時
的
な
保
有
状
況
や
両
関
式
長
茎
細
長
刃
刀

子
の
存
在
を
ふ
ま
え
る
と
、
仮
説
一
が
有
力
視
で
き
、
古
墳
時
代
中
期
に
は
沖
ノ
島
祭

祀
に
表
出
す
る
技
術
基
盤
が
宗
像
地
域
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
片
手
用
小
型
大
刀
と
胸
肩
君

宮
司
井
出
ノ
上
古
墳
・
奴
山
正
園
古
墳
・
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
出
土
の
片
手
用
小
型
大

刀
を
見
る
と
、
目
釘
を
用
い
た
柄
の
固
定
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
柄
の
残
存
状
態
が

よ
い
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
出
土
品
で
は
、
二
本
芯
並
列
コ
イ
ル
状
糸
巻
き
が
巻
か
れ
て
お

り
、
精
巧
か
つ
実
用
的
な
つ
く
り
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
片
手
用
小

型
大
刀
は
、
古
墳
時
代
前
期
～
中
期
に
普
及
す
る
鉄
器
大
量
埋
納
の
一
品
目
で
あ
る
た

め
、
武
器
と
し
て
の
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
残
存

す
る
刀
装
具
や
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
通
時
的
な
刀
剣
類
の
変
遷
を
ふ
ま
え
る
と
、
片

手
用
小
型
大
刀
を
実
態
か
ら
乖
離
し
た
雛
形
鉄
刀
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
図

十
三
）。
鉄
器
大
量
埋
納
に
よ
る
数
的
誇
張
や
未
使
用
品
の
存
在
を
認
め
る
と
し
て
も
、

上
位
階
層
墓
出
土
の
片
手
用
小
型
大
刀
は
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
近
接
戦
闘
武
器
の
実

態
を
反
映
す
る
と
見
た
方
が
妥
当
で
あ
る
。

勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
の
被
葬
者
は
胸
肩
君
と
見
ら
れ
、
片
手
用
小
型
大
刀
の
使
用
者
に

は
同
集
団
が
想
定
で
き
る
。
胸
肩
君
は
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
と
沖
ノ
島
祭
祀
、
お
よ
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図 11　宗像地域の鉄剣・鉄刀の変遷（S=1/8）

４世紀 5世紀 6世紀

片手用小型鉄刀

両手用大型鉄剣

両手用大型鉄刀

1

2 3 4 5
6 7

8

9

10 11 12 13

14

15

16

17 18 19 20 21

1・2：大井平野 SO1 第 1主体部
3：手光北 3号墳
4：大井平野 SO1 第 5主体部
5・6・11：奴山正園古墳
7・19：手光北支群 3号墳
8・9・13・14：半田 B2 号墳
10：宮司井出ノ上古墳
12：勝浦峯ノ畑古墳
15・17：田久瓜ヶ坂 2号墳
16：東郷高塚古墳
18：光岡草場 1号墳
20：久戸 3号墳
21：久戸 13 号墳

片手用小型鉄剣

図十三　宗像地域の鉄剣・鉄刀の変遷（S=1/8）
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び
海
浜
に
面
し
た
大
規
模
古
墳
の
存
在
か
ら
、「
海
人
集
団
」
と
も
俗
称
さ
れ
る
（
池

ノ
上
二
〇
二
〇
）。
確
か
に
胸
肩
君
を
頂
点
と
す
る
古
墳
墓
制
（
小
造
墓
秩
序
圏
）
の

様
相
を
見
る
と
、
西
か
ら
今
津
湾
・
花
鶴
川
・
勝
浦
潟
・
釣
川
・
汐
入
川
・
遠
賀
川
・

洞
海
湾
と
い
う
玄
界
灘
沿
岸
の
港
湾
拠
点
を
基
点
に
し
た
飛
び
地
的
な
東
西
へ
の
広
が

り
が
確
認
で
き
、
そ
の
東
端
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
山
口
湾
に
も
達
し
て
い
る
（
小
嶋

二
〇
一
二
・
二
〇
一
八
ａ
・
二
〇
一
九
ｂ
・
二
〇
二
一
ａ
ｂ
）。
こ
の
よ
う
に
、
胸
肩
君

の
存
立
基
盤
の
一
つ
に
玄
界
灘
沿
岸
航
路
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
考
古
資
料
か
ら
実
証

で
き
る
。
片
手
用
小
型
大
刀
の
全
長
は
約
四
〇
～
五
〇
㎝
と
短
く
、
成
人
男
性
の
腰
幅

に
近
い
寸
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
船
上
等
の
動
作
制
限
が
あ
る
環
境
に
適
し
て
お
り
、

基
本
装
備
と
し
て
相
応
し
い
（
3
）
。
宗
像
地
域
で
弥
生
時
代
後
期
よ
り
伝
統
的
に
片
手

用
小
型
武
器
が
用
い
ら
れ
続
け
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
同
地
域
集
団
と
玄
界
灘
沿
岸

航
路
の
つ
な
が
り
が
考
え
ら
れ
る
。

古
墳
時
代
の
武
装
は
、
倭
政
権
中
枢
の
動
態
が
列
島
規
模
で
影
響
を
与
え
る
が
、
大

陸
と
の
交
流
に
加
え
て
、
そ
れ
ら
を
独
自
的
に
編
成
し
て
い
く
集
団
差
・
多
様
性
も
評

価
し
な
け
れ
ば
実
像
に
近
づ
け
な
い
と
考
え
る
。
各
種
戦
闘
武
器
を
用
い
た
動
作
（
体

術
）
に
も
、
集
団
差
が
存
在
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

お
わ
り
に

沖
ノ
島
出
土
雛
形
鉄
刀
の
確
実
性
を
高
め
る
た
め
に
、
宗
像
地
域
の
鉄
刀
と
刀
子
を

検
討
し
、
雛
形
鉄
刀
の
認
定
に
お
い
て
寸
法
を
根
拠
と
す
る
脆
弱
性
と
「
附
刃
」
の
判

断
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
そ
の
過
程
で
古
墳
時
代
中
期
以
前
に
お

け
る
片
手
用
小
型
武
器
の
多
量
保
有
、
両
関
式
長
茎
細
長
刃
刀
子
に
見
ら
れ
る
宗
像
地

域
の
個
性
を
指
摘
し
た
。
沖
ノ
島
出
土
雛
形
鉄
刀
の
再
検
討
は
、
奉
納
品
・
祭
具
を
ど

の
よ
う
に
確
保
し
、
集
積
し
た
の
か
と
い
う
、
祭
式
の
復
元
と
直
結
す
る
。
こ
の
よ
う

な
基
礎
研
究
に
よ
る
地
固
め
こ
そ
が
、
よ
り
高
次
な
学
際
的
研
究
の
土
台
に
求
め
ら
れ

る
。本

稿
は
、
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
調
査
研
究

成
果
報
告
会
「
謎
解
き
！
ム
ナ
カ
タ
」
及
び
５
館
連
携
展
覧
会
図
録
『
ム
ナ
カ
タ
‐
祈
り
・
暮
ら

し
・
交
わ
り
‐
』
掲
載
資
料
、七
隈
史
学
会
第
二
二
回
大
会
研
究
発
表
「
宗
像
の
刀
子
と
鉄
器
生
産
」

の
内
容
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
九
州
国
立
博
物
館
）

註（
１
）
沖
ノ
島
の
正
三
位
社
前
遺
跡
で
は
束
ね
ら
れ
た
鉄
鋌
・
棒
鉄
が
出
土
し
て
お
り
、
祭
場
の

近
く
で
「
忌
鍛
冶
」
に
相
当
す
る
儀
礼
的
鍛
冶
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
（
笹
生
二
〇

一
二
）。
ま
た
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
蕨
手
刀
子
は
加
耶
・
百
済
系
の
も
の
で
あ
る
が
、

宗
像
地
域
で
の
鍛
冶
生
産
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
東
二
〇
一
八
）。

（
２
）
沖
ノ
島
系
祭
祀
土
器
は
宗
像
地
域
（
宗
像
型
石
室
第
Ⅰ
領
域
）
に
分
布
す
る
た
め
、
同
地

域
で
生
産
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
（
井
浦
二
〇
一
七
・
小
嶋
二
〇
一
二
・
白
木
二
〇
一
八
）。

ま
た
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
土
器
は
、
祭
具
に
特
化
し
て
い
な
い
器
で
も
、
瓶
類
等
で

焼
成
時
の
破
損
に
よ
り
、
容
器
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
た
器
を
内
包
す
る
。
以
上
を
ふ

ま
え
る
と
、
沖
ノ
島
祭
祀
に
お
け
る
六
世
紀
以
降
の
土
器
類
の
調
達
で
は
、
製
品
か
ら
祭
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具
を
選
択
す
る
方
式
だ
け
で
は
な
く
、
祭
具
と
し
て
用
い
る
た
め
に
製
品
を
製
作
す
る
方

式
も
採
用
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
、
祭
具
の
製
作
自
体
が
沖
ノ
島
祭
祀
を
構
成
す
る
祭

式
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
（
小
嶋
二
〇
一
九
ｃ
・
二
〇
二
一
b
）。
つ
ま
り
、

沖
ノ
島
祭
祀
と
は
沖
ノ
島
の
み
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
宗
像
地
域
と
一
体
的
に
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
全
長
一
ｍ
近
く
の
両
手
用
大
型
大
刀
は
、
準
構
造
船
上
の
空
間
を
ふ
ま
え
る
と
、
基
本
装

備
に
は
適
さ
な
い
。
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